
新型コロナウイルス感染症対策本部会議（第１８回）資料 資料１
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宮崎県内の感染者数（７月２２日以降）

令和2年8月30日13時現在
(357例目まで)

※感染者数は感染判明日により表示しています。
感染が判明した時間によっては、翌日に公表されるため、記者発表されている数値と異なる場合があります。

（例：22日16時判明→判明日22日、公表日23日）

感染拡大緊急警報

休業要請（西都市・児湯郡）

休業要請（県下全域）
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※感染者数は感染判明日により表示

宮崎県の直近１週間の人口10万人あたりの感染者数

令和2年8月29日判明分まで

感染拡大緊急警報

休業要請（西都・児湯郡）

休業要請（県下全域）
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西都市・児湯郡圏域 感染者数
（７月２２日以降）

令和2年8月30日13時現在
(357例目まで)

延岡市・西臼杵郡圏域 感染者数
（７月２２日以降）

令和2年8月30日13時現在
(357例目まで)
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宮崎市・東諸県郡圏域 感染者数
（７月２２日以降）

都城市・北諸県郡圏域 感染者数
（７月２２日以降）

日向市・東臼杵郡圏域 感染者数
（７月２２日以降）

小林市・えびの市・西諸県郡圏域 感染者数
（７月２２日以降）

令和2年8月30日13時現在(357例目まで) 令和2年8月30日13時現在
(357例目まで)

令和2年8月30日13時現在
(357例目まで)

令和2年8月30日13時現在
(357例目まで)
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圏域 市町村 感染者数

宮崎市・東諸県
郡圏域

計21人

宮崎市 19人

国富町 2人

延岡市・西臼杵
郡圏域

計4人

延岡市 3人

高千穂町 1人

日向市・東臼杵
郡圏域

計4人

日向市 2人

門川町 2人

都城市・北諸県
郡圏域

計9人

都城市 7人

三股町 2人

コロナ感染者の分布（退院者除く）

令和2年8月30日13時現在(357例まで)

4人

4人

21人
9人
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15%40代

22%
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17%

60代

11%
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5%

80代

以上

7%

令和２年８月３０日
１３時現在
(357例目まで)

２０代から５０代が約２／３を占める。

年代別のコロナ感染者割合
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コロナ感染者の入院・療養状況
(退院者等を除く)

令和２年８月３０日
１３時現在
(357例目まで)

医師の診察を経て、症状が軽いもしくは無症状の方は、借り上げたホテル等で療養

入院中

28名

宿泊・

施設療養中

9名

感染が判明し

たばかりの方

1名
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ＰＣＲ検査の実施状況
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PCR検査数 陽性率

検査数は増えているが陽性率は概ね横ばいである。

※陽性率 ＝ 陽性者数 ／ ＰＣＲ検査件数



県民の方の
圏域内の外出

県主催のイベント等 県有の公の施設

 (緑）感染未確認地域
感染者の全ての濃厚接触者
の健康観察期間が終了し、
新たな感染者が出ていない

○原則、自粛なし ○実施（※別紙） ○開館

（黄）新規感染者が
     限定的な地域

新規感染者が一定に収まっ
ている

○状況に応じ、慎重に
（過去のクラスター発
生施設等に注意）

○状況に応じ、実施
（規模縮小を含む）

○状況に応じ、開館
（入場制限などの利用
制限）

（赤）感染状況が
     厳しい地域

新規感染者の増加、感染経
路不明の例が続発（直近１
週間）又は感染集団（クラ
スター）の発生

○原則、自粛 ○原則、中止又は延期
○原則、閉館又は利用
制限

圏域ごとの感染状況の区分

対応例

※イベント等の取扱については、９月以降も
　引き続きステップ③を継続

１ 県内各圏域の感染状況区分について

（１）基準

（２）８月３１日現在の状況

【圏域区分の考え方】

※8／１７日以降

新規感染者が
限定的な圏域

※８／１６まで

感染状況が
厳しい圏域

※8／31現在

感染未確認地域

新規感染者が
限定的な圏域

感染未確認地域

新規感染者が
限定的な圏域

感染未確認地域

★休業要請は終了

8/21～

8/30～
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２ 県内全域における「感染拡大緊急警報」の解除 － 警報レベルの引下げ －

感染者の発生状況等は、感染拡大緊急警報の発令時の水準を下回っていることも踏まえ、
９月１日から、特別警報に移行する。

３ 特別警報に伴う行動要請について～①県外との往来

県内の方も含め、
県境をまたぐ不要
不急の往来自粛

（帰省を控えるよう、県外
県人会等を通じて要請）

感染注意地域
（直近１週間当たり新規感染者数が
2.5人／10万人以上の都道府県等）

感染流行地域
（直近１週間当たり新規感染者数が
５人／10万人以上の都道府県等）

訪問時は、感染防止に
十分な注意を要請

往来の必要性を十分に判断の上
慎重な行動を要請

東京都、神奈川県、石川県、愛知県、
京都府、大阪府、福岡県、沖縄県

7.26

～
９.１

～

7.26
～

観光についても同様

9.１
～

レベル4

（緊急事態宣言）
 （赤）圏域の対応及びその他の必要な対応

県全域において、
　①新規感染者又は感染経路不明の例の急増
   （直近１週間）／②クラスターの続発
   ／③入院病床稼働率の逼迫

特定の圏域において、
  ①新規感染者又は感染経路不明の例の急増
  （直近１週間）／②クラスターの発生

 ・積極的疫学調査（徹底的なPCR検査）
 ・「対策徹底要請」
 ・「うつらない」「うつさない」ための行動
   変容のお願い

レベル３

（感染拡大緊急警報）

新規感染者が一定に収まっている
【（黄）圏域が２つまで】

 圏域ごとに、
 （緑）圏域の対応、
 （黄）圏域の対応

レベル１

（警報）

  ①新規感染者の増加、感染経路不明の例が
  続発（直近１週間）／②感染集団（クラスター）
  の発生
【（黄）圏域が３つ以上、または（赤）圏域が１つ】

 圏域ごとに、
 （緑）圏域の対応
 　　　［ただし、他圏域での感染防止に注意］
 （黄）圏域の対応
 （赤）圏域の対応

レベル２

（特別警報）

表　　示 警報発表目安 対　　応　　例

感染者のすべての濃厚接触者の健康観察期間
が終了し、新たな感染者が出ていない
【全ての圏域が（緑）圏域】

 県全域において、
 （緑）圏域の対応

レベル0

（持続的な警戒）

！

！！ ！

！ ！ ！

！ ！

！ ！

！！ ！

！

！
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群馬県、埼玉県、千葉県、富山県、福井県、
滋賀県、奈良県、兵庫県、徳島県、山口県、
佐賀県

※いずれも8/21～27集計による



直近１週間の人口10万人あたりの感染者数

11

北海道

青森

岩手

宮城

秋田

山形

福島

茨城

栃木群馬

埼玉

千葉

東京
神奈川

新潟

富山
石川

福井
山梨

長野

岐阜

静岡
愛知

三重

滋賀京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

鳥取

島根
岡山

広島

山口
徳島

香川

愛媛
高知福岡佐賀

長崎
熊本

大分

宮崎
鹿児島

沖縄

2.5人未満

2.5人以上5人未満
(感染注意地域)

5人以上10人未満
(感染流行地域)

10人以上
(感染流行地域)

※8/21～8/27まで
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４ 特別警報に伴う行動要請について～②持続的な警戒態勢の継続

【 引 き 続 き 】
○ 全ての事業者に対して、ガイドラインの作成・実践を要請
○ 県民のＣＯＣＯＡ利用の促進

【 感 染 が 発 生 し た 場 合 】
○ 各施設・事業所で感染が確認された場合は、再発防止策の検証・徹底を要請
○ クラスターが発生した施設等（接待を伴う飲食店、ライブハウス、カラオケ等）の場合は、

必要な範囲で同業種施設も含めて営業自粛等の要請を検討（※）

○ 高齢者・未就学児・障がい者等が利用する施設において感染が確認された場合の
事業自粛等の要請を検討（※）

５ 今後のポイント

①引き続き医療提供体制及び疫学調査実施体制の充実・強化を図る。

②感染者がゼロになったわけではなく、引き続き「新しい生活様式」の
実践に努め、感染拡大防止を図ることが重要。
特に、高齢者や基礎疾患のある方と接する場合は注意。

③県外との往来については、特に感染流行地域との往来について、
慎重な行動を要請。（観光についてもまずは県内や近隣県から）

④全事業者が感染拡大防止のためのガイドライン遵守を徹底。

⑤会食時は、できるだけ感染リスクの高い行動（大人数･大声･長時間）
を控える。

★７月下旬以降の感染拡大期（事実上の第２波）における教訓を今後に生かす！

※いずれも詳細は要協議
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【参考】 イベント等の取扱①
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【参考】 イベント等の取扱②
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【参考】 「感染拡大緊急警報」発令に係る県の対策パッケージにおける取組実績

① ＰＣＲ検査の対応可能件数を最大３００件／日まで増強。（期間中最大 ４９３件／日）

② 厚生労働省「クラスター対策班」との連携による感染経路の調査・分析、防止対策の実施
（クラスター対策班：7/29～8/4 まで本県にて調査実施）

③ 市町村の取組を支援するための体制整備
（8/3 特命チームの設置、保健所等における相談対応業務の外部委託、

クラスター発生時の業務支援 県保健所へ延べ約240名 など）

１ 積極的疫学調査の推進

① 県内全域の休業等要請（～8/16）と協力金・支援金への対応。
（協力金～接待を伴う飲食店10万円、その他飲食店５万円／支援金～５万円、全市町村で受付中）

② 市町村や関係団体と連携し、ガイドライン遵守による感染防止対策の更なる徹底
（8/17 関係団体と県・市町村との共同宣言、8/25 感染防止対策会議の実施 など）

③ 空港等における水際対策の更なる強化を要請
（到着客警報発令のﾁﾗｼを空港、バス、駅、ﾌｪﾘｰﾀ ﾐーﾅﾙに掲示するとともに、空港では到着客全員に配布）

２ ガイドライン遵守など対策を徹底（事業者向け）

① 最大級の警戒をもって「新しい生活様式」の実践に向けて意識ある行動を要請。
（県ホームページやＳＮＳ、ＴＶＣＭ等を通じた実践の呼びかけ など）

② 県外との往来についての厳重な注意喚起。（県人会等を通じた帰省を控える要請を含む）
③ 市町村や関係団体と連携し、「感染拡大緊急警報」に関する周知徹底を強化

（県ホームページやＳＮＳ、8/11、16 知事記者会見における呼びかけ など）

３ 「うつらない」「うつさない」ための感染防止対策の徹底（県民の皆さんへ）

16



17

【参考】 「新型コロナウイルス対策特命チーム」のこれまでの主な実績

① 県と市町村との情報共有窓口として、「コロナ特命ホットライン」を設置。
（8/5～：毎日の情報提供、市町村からの問合せ対応の一元化、ＷＥＢ会議の開催 など）

② 市町村とのＷＥＢ会議の開催（8/3、6、31）

③ 市町村向けのＦＡＱ作成、提供
（市町村窓口に住民から問合せがあった際の回答例 など）

１ 市町村との連携の強化

① 「データで見る宮崎県の感染情報」による詳細な分析とリアルタイムな発信。（８／４～）

② 「新型コロナウイルス知っておきたい基礎知識」の発信。
（8/15～ 県民の皆様に正しい知識を持ち、理解を深めていただくための分かりやすい説明）

２ 戦略的な広報

① 関係団体と県・市町村によるガイドライン遵守に係る
共同宣言を実施。（8/17）

② 感染防止対策会議の実施。（8/25）

③ 関係団体と県・市町村が連携し、「県内一斉ガイドライン点検の日」を実施。 （9/1予定）

４ ガイドライン遵守対策

① 市町村保健師との連携による感染症対応に向けた
リストを作成。

３ 現地支援
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